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1. 研究背景と目的 

トカマク型やヘリカル型プラズマ閉じ込め

装置のダイバータ領域では高熱・粒子負荷低減

のために非接触プラズマの形成が検討されて

いる。GAMMA 10/PDXの端損失領域に設置さ

れたダイバータ模擬実験装置(D-module)におい

ても非接触化過程の分光計測や、不純物ガス輸

送に関する研究等が積極的に行われている[1]。 

本研究ではGAMMA 10/PDXダイバータ模擬

プラズマの非接触化過程におけるイオンのエ

ネルギー損失過程を理解することを目的とし

て、イオンセンシティブプローブ(ISP)[2]・ラン

グミュアプローブ(LP)を用いたイオン温度評価

[3]を行った。 

2. 実験方法 

図1に実験で用いたD-moduleの概略図を示す。

プラズマ点火後150 msec付近からD-module内部

へ水素ガスを入射し、時間経過と共にD-module

内部の中性ガス圧を上昇させた。このとき

D-module入口とターゲット板上におけるイオ

ン温度の評価・比較を行った。図2 a) b) c)にタ

ーゲット板上と入口部における比熱比を含ん

だイオン温度の磁場平行成分γTi//の分布を示す。

横軸のRccはGAMMA 10/PDXセントラル部中

心における磁力管の径であり、入口部とターゲ

ット上の分布計測は同じ磁力管上で行われた。 

3. 実験結果及び考察 

D-module内部では磁場が発散しているため、

図2 a)に示すようにガス入射直後ではγTi//は下

流のターゲット板上の方が上流の入口部より

も高い。その後、図2 b)に示す240 msecでは、タ

ーゲット板上のγTi//が中心部、周辺部で低下し、

300 msecではRcc = 1 cm、Rcc = 10.5 cmにて入口

部と同等の温度まで低下した。 

周辺部・中心部両方で温度が低下する結果に

ついて、周辺部の温度低下はガス入射の影響で

あるのに対し中心部付近においてはV字ターゲ

ットのコーナーに近いことから温度低下にリ

サイクリングが大きく影響していることが考

えられる。本研究ではこれらγTi//分布に合わせ

てISPで得られたイオン温度の磁場垂直成分Ti⊥

についても議論を行う。 

 

 
図1 D-module内部概略図 

 

 
図 2 プラズマ放電開始から a) 180 msec、b) 240 msec、

c) 300 msec 後の D-module 入口部とターゲット

板上における γTi//分布 
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